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の全集 ためにこれらの掌の小説を読みかへしてみて 私は『最も愛し』 てゐると言ふことはためらはれ、『若い日の詩精神はかなり生きてゐる』 言 ことにも疑ひを持つた。今 これらの掌の小説 あらはれた自己に対する嫌悪が先立つてならないのである」
４
と前の言葉を考え直すことになるが、相反しながら
も人間の情を大きく動かす愛着と嫌悪の念を作者に抱 せる 〈掌の小説〉 の意味を自ずから物語っている。川端の〈掌 小説〉のみを集 た短編集には『感情装飾』 （金星堂
 
一九二六・六） 、 『僕の標本室』 （新潮
社
 
一九三〇・四） 、 『短篇集』 （砂子屋書房
 











作品は十枚足らずのも だが広く深い人生を感じさせるこ に於て大きな文学とは又異なる味を持つ。これは世間でいふコントなどとは違ふ。人間への温かな気持が直接読む 胸に触れて来る点でも、後年の川端さんのも とはだいぶ違ふと思 心が洗はれ
るやうな清々しさのなかに、美しく懐かしく喜ばし






内容に多くの省略がほどこされて るか であ 。そ
れは不必要なものを極度に切り棄てようとする彼特


















































の第二期と「昭和三十七年以降」の第三期とに分けている。羽鳥は前掲の論において、 「この区分は、川端の作家的生涯の中で掌の小説が六、七年制作されなかった時期が二回あり そこを区切り目としており、穏当な分け方である」 としながらも 「ただ、 大正十年 ら昭和十年までをひっくるめ 第一期とするのは、十五年間と期間も長く、その間にいろんな変遷も予想
されるのに、それが見えてこないのは心許ない。ま
た時期区分は、表現法という観点からする小説の分類と一体するのが理想である」と指摘し、 「第一期中に於ける変遷」を「新感覚派以前」 、 「新感覚派、モダニズ
ム時代」 、 「新感覚派、モダニズム以後」という三





主張し、 「素材の面」から〈初恋 女性にかかわる作〉 、 〈湯ヶ島が舞台の作〉 、 〈浅草に取材した作〉 、 〈 「聖書」にかかわる作〉という四項目と「主題の面」から〈神秘的傾向〉 、 〈夢の世界〉 、 〈怪奇的傾向〉 〈牧歌的傾向〉 、 〈野性への憧憬〉 、 無貞操 美〉 、 家庭か の解放〉 、 〈自伝的作品〉 、 〈女性の生活力 女性の虚栄心〉 、 〈輪廻思想〉 、 〈少年少女の愛〉 、 〈テーマ小説的傾向〉 〈生活 一場面 と う一四項目を列挙 ている。なお、長谷川はそれに加わって、 〈掌の小説 全作品を〈超現実 、神秘的な作品〉 、 〈怪奇、霊感、輪廻思想的 作品〉 、 〈空想、夢、幻想的な作品〉 、 〈夫
婦間の情愛、男女心理の機微の作品〉 、 〈人間心理の
機微と対決の作品〉 、 〈少年少女 愛や官能と感傷 作品
〉 、 〈女性の生活力や本質的な力を扱った作品〉 、 〈女
性の無貞操の魅惑を扱った作品〉 、 〈野性へ 憧れを描い
た作品〉 、 〈家庭からの解放を描いた作品〉 、 〈女性
の虚栄心を描いた作品〉 、 〈生活の断面を描いた作品 〈風俗的な 〉 〈鳥獣を扱った作品〉 、 〈牧歌的な作品〉 、 〈肉親に関する作品 伊藤初代に関す 作品















えって輝く人間のあわれさ、かなしさが静かな筆致でえがかれている。 「さと」 「水」 「わかめ」 「十七歳」 「小切」 「ざくろ」は戦争中の、しかしいずれも
若い女性のたたずまいが素材をなし、 「さざん花」
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「ざくろ」を取り上げて論じたうえで、 「戦争の間、川端の創作活動はかなり停滞しており、 『名人』 『寒風』の続行を除けば、創作とし は『父の名』 『冬の曲』
の両短篇と、未完に終った『故園』 『東海道』を数え
るばかりである。このうち『冬の曲』以外は時代を直接 素材とはしていないから、戦中の生活を描写し『直接に時代の波立ち』 感じられるこれら 六篇
２０
のささやかな小品は、この時期における川端の内面






いても「戦争を積極的に賞揚でき かった川端は、結局、小さな個人がとやかく言ってもどうにもならぬような歴史の流れの中で、その中 流される一つ一つ 可憐な命に、 じっと悲しみの目を注ぐ、といった程度の所に、自分 作家 力を発揮する以外なかった。 ざくろ （昭
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『紅梅』 、 『足袋』 、 『笹舟』は婦人雑誌の小品投書の選外作 もとにして、私流に書き変へた」
２５
その根拠





















そして、戦争 関する直接な描写は見 れないが、これら 作品 中に 争がどのように影を落としているのか、また 後の世相がどのように捉え て る
のかを究明しつつ、作者が戦争・敗戦の現実をどの


















その妹の悲しみの内実を解明する。 「小切」につい 、作品の題名であ 〈小切〉に着目し、それによって照らし出される主 美也 内面を分析する。そして、大沢中尉との縁談を拒否する美也子の立場・理由や作者の「小切」に込められている思いなどを浮き彫りにする。
 
 




第四章では、 「五拾銭銀貨」 、 「さざん花」 、 「笹舟」三編を取り上げる。全三節によって構成されている「五












































る。しかし、いずれも作品内に立ち入った分析はして ず、その意味するところは曖昧である。ほかに本作に対する論考は見られず、文章を具体的に ・考察しなければならない。その際、作品が暗 時代




























という記事によると、文部省は「連盟脱退後におけ 日本の立場及び覚悟等を一般国民に十分徹底的に」知らせるため、各機関を動員し、講演会 講習会などを開催する ともに積極的な広報活動を通じて「全国に呼びかける」との方針 決定 た である。同年
六月に文部省社会教育局が「非常時と国民の覚悟」
というパンフレットを発行している。その中 、 体を動揺させ 過激思想、窮迫した経済状況及び外交上の困難すなわち「内憂外患交々至る 非常時 国家内外 情勢を叙述したうえで、目 前 難局 乗り越えるために、時局の現状をよく認識し、 「自力更生」の意気や「堅忍持久」の精神 発揚 、 一致団結して力を傾けなければな な と国民 呼びかけている。 」というのは、つまり「非常時」に直面 国家と共に戦 自覚であ 。
 
新聞の中の「威勢」のいい刺激的な語句に喚起され、 「朝子も新しい力の加 つたやうな足つきで年始廻
































今日の若い者 安月給では、女房のなりを整へ く る余裕など、先づあるまい」とそ 理由を挙げている。そして、父は「胸算用より少な つた年末賞与 を七人の子供 割り当 て「幾度も数へ直しながら、顔をしかめてゐる」のである。若者 安給与では生活の余裕がな ばかりでなく、老会社員 父も少な「年末賞与」に困った表情を顔に出して る。
 


































子は言うが、母は結婚してからもずっと着ら るようにと「地味なもの」を勧める。不況が長引くと派手な衣装もだんだん着られなくな だろう 考えたからではない 。一方、父は 戦争 起こつてみろ、戦争が。人目に立つやうなも を、ぴらぴら着て歩ける 」と言って、母娘を沈黙させた。さらに だいたい、嫁入りに持つて行 たものを、さうさう着歩ける 思つ るのは、 だ甘 よ。 づれ亭主が赤坊のために質屋へ入れる覚悟でな 質屋向きのを買つといた方が利口だね」と冗談半分に言っ る 実際に生計が困窮しているだけでなく、これからの生活をも悲観的に見てい こと 母の着物を選ぶ際の言動や父の皮肉 た話から窺い知れる。
 



































の世界を垣間見ることができる。創刊号は次のような写真が載ってい 。 「日光・中禅寺湖のヨット・レース」 「交詢社『クラブの午後』 」 「洋画を習 令嬢たち」 、 「大阪 茨木のゴルフカントリー クラブ」 、東京・












の、渋いものが着たくなります。 」 、 「私もさうです。いつもキモノを買ふ時 お母様と喧嘩です。お母様は派手な方が ゝとおつしやるので」などとあるように、着物を買う時に母娘で「喧嘩」をしているが、朝子の家庭とは正反対 内容となっている ここで注意
すべきなのは、両家庭の着物のとらえ方の違いであ
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築かれていく。稲垣恭子は にとって手紙の世界は、自分達を『女学生』として一般化し、現実の女学校生活を核としながらもそこからやや距離をとった理想的な世界を創出することによって、ロマンディックで親密な理想的関係を経験する とを可能にしてくれる独特のリアリティをもった世界であった。それは、 『女学生』という時 に限定する と よ 、 『現実』を受け止め対峙することから回避させるものでもあった」と述べ る さらに「現実と理想世界の間に創られたこ ような『女学生』的な世界やそれに基づく絆は、社会的な連続性をもたない一時的なもの 見える」にして 、 「それは現実生活からまったく消去さ たわけ はない。手紙を媒介と 『 』的関係やそ よって思い描か る世界は、その後も『現実』を読み解くコードとして、ものの見かたや感じかた なかで維持され いった面が大きい」
３７
と指摘している。Ｄ子の手紙は、朝子に女学生的情緒を蘇らせ、現実を相対化することの出来る世





































































れている。初出は三行書きで句読点がない。待ちわびる「あの人 の賀状も届いたのは「正月の四日」になってからである。 「待ちかねていた時間 長さと、漸く挨拶を交わした喜び 安心」
４２
が読み取れる。




























うな、 すべて結婚に結びつけられることに疑問を投げかける書き方では、 結婚のほかに何の希望も持たず、行き先が見えない朝子のもど しい心情が描き出され
ている。第二首に関して、 「あの人の年に一度の葉
書」から「机の片隅に ねた年賀状」を思いつき、 「また」手 取 。今ま 何度も ていたのであろう。「一年も二年も合わない」人達か の便り 繰り返して
見るのは、その人達の近況を気にかけていること









































































禽獣と暮らしている主人公「彼」は、十年前に千花子と心中 ようとしたことがある。 「無心に目を閉ぢ」て合掌した千花子の姿に「彼」は驚かされ、 「稲妻のやうに、虚無のありがたさに打たれ」て自殺を諦めたのである。羽鳥一英は「千花子のその姿は、彼の無意識の、そこ 憧憬と一致 わけで さらにいえば、作者自らの、痛苦のどんづまりの てに浮かぶ
憧憬が、千花子を借りて形象化されたわけである」









無のありがたさ」に憧れて救いを求める姿は、 末期の眼 で「純粋なもの」に美を見る作者に重なっている。また、 「令嬢日記」の結末におい 、 厚化粧」を拭き取り 「妹 頃」 帰ろ とする朝子の姿勢にも影を落としたのではないだろ か。そして 朝子の「厚化粧」 落と て「楽しさうに梯子段を上つて
































に捉えている。各人物はそれぞ 時代 向き合 生き方を と言えるが、朝子自身はいずれをも積極的に選び ることができずに「とに く 妹の年
頃にかへる」ことにする。それによって俗世間の
わずらわしさを一切捨てて現実から解放された快楽を体得して 。それは客観的には一時的な解放を求めた逃避に過ぎないの もしれ いが、朝子に っては閉塞状況の中で現実に押しつぶさ ずに本来のま
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実生活に立脚した母親と 対照的な姿勢が見られるが、先行研究では、このような母娘の対照 通じ 作




























































































































「顔をしかめて、身をひいた」 「ぱつと頬が熱くなる」 「まごついて、素直に受け取つた」という一連の動作が、きみ子の瞬間的な反応であるが、ひとつひとつの動作が読点によって区切られている。しかも、読点の間は意味が飛躍している。読点を頻繁に使うと、ご ごつした骨張った文章になるが、作者は何故一文の中で、 読点を四つまで使ったのだろうか。 読点を重ねることによって 語と語 間に余白が生まれる。語間の余白が読み手の想像によって積極的に埋められ
ていくうちに、新たな意味が生じ、文の意味が重層
的になっていく である。もし、読点を使わず、適切な言葉でこれらの動作を繋げる 確か 思考の展開や語調を滑らかにすることができるが、それにつれて語間の余白が浅くなり、文章の緊張感が落ちる。
 
 
瞬間的な反応としての一連の動作の間に、 「余白」が残っており、 れが深くきみ子の内的世界 語って
いると考えられる。最初はただ落ちたざくろが「きたない」と思い、 「顔 しかめて」 「身をひいた」きみ
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小説の結末で、母は鏡台の前に坐り、櫛で髪をすきながら、 「お父さんが、なくなつた当座はねえ。 」 「髪
を梳くのが、こはくて……。髪を梳いてると、つい ぼ
んやりしちゃふのね。ふつと、やつぱりお父さん






















































の情愛が読み取れる。こう見てくると、 「ざくろ」 おいて、母が鏡台に坐って髪に櫛をあて、亡夫の記憶と同時に呼び起こしたのはおそらく亡夫 の肌の触れ合い、つまり性的慰謝ではないだろうか。きみ子は「母がよく父の残しものを食べてゐたのを」思い出した。ここで、きみ子にとって、相手の残しものを食










































































分と同一視しておいたが、母の「忘れてゐた」という言葉、さらに「ちょつと見ただけで、また台所へもどつて行つた」と う無関心な様子に っ 、目の前
の自分達の現実生活に戻らされた。そこで「縁先き
になつてゐるざくろの実も忘れて暮らしてゐる」と う自分達のさびしい生活を意識するのである。母はきみ子を想像の世界から現 の世界に引き戻す役割を果 したと言え
 
作品の中で、母娘は対照的に描かれている。母 きみ子 内的世界に属しない「無頓着」な人間である。
啓吉が帰り、きみ子の思いがまだ啓吉に残り、 「ちょつと庭の木戸の方を見送つてゐる」時、母は ざくろを拾つ」た。そして、それを「台所で洗つて来 」 み子に「差し出 」 。自分の想像に耽っているきみ子は常に母の言動に触発され、我に返ったり、新しい思いを頭 浮ばせたりする。母からざくろを渡されることによって、きみ子の内心に潜んでいた恋人と結びたい いう娘心を引き出 ざくろ 実を食べた瞬間、 「悲しいよろこび」を味わう。しかし、 「そんなきみ子に母は、一向無頓着で、もう立ち上つてゐた」と、きみ の心の機微に通じることなく、 つも通 の行動を取る。
 
「一向無頓着」な母が鏡台の前に座り、 「ゆつくり」 亡夫の話をす 場面では、女としての柔らかい側
面を見せている。 「髪」が匂わせ 夫婦間の情愛は
きみ子の、啓吉の恋人になりたいという思い、つまり
女心に連なっ く 母は娘 ざくろを渡すこと、 らに眼の前で「髪を梳く」こ よって、きみ子の内心に潜んだ欲望を引き出し 心 「質的変化」をもたらし、娘 ら女への変化を促した であ 。
 
こうして、きみ子の内的世界は母と深く関わり、揺れ動きながら変化していくのである。今まで自分の
内的世界で、感情の頂点に至ったきみ 、もう一度原点――「泣きさうな幸福」 も ら てくれた ざくろの実」――に立ち戻った時に、現実との距離感を再度認識させられた である。
 
 


























































と同一視した信吾は「裸木が再び芽を吹く」のが、 「死から生へ」と時間的に退行しようとする自分の「回春願望」を実現させたようなものであると感じている。公孫樹が長 きする木だから、自分も長生きするだろうと信吾は思うのである。引用 最後の一文にお て 日 さす」という表現は何を意味してい のだろうか。
 
鶴田欣也は前掲の論文で「信吾は裸木になっても若い芽をふき出す公孫樹に感激し、裸木になったまま













































































忘れて暮らしてゐる」 「自分達のさびしさ」を意識しながら、目の前のざくろの実を「凛と強く」感じている。つまり、自らの生命そのも としてのざくろの実の象徴的なイメージは、きみ子自身の頭の中に強く存在している。さ に、 「粒々を透き通つた」日の光は、きみ子が想像の世界に浸っ いる光な ではないかと理解できる。 「ざくろにすまなかった」のは、きみ子が自分の女性として成熟した生命に何か物足りなさを感じてい からである。
 
小説の末尾にも、 「鏡台を隔てる障子にも、日がさして」いる。鏡台は嫁入り道具である。また 母が鏡
台の前に座り、亡くなった夫の話をきみ子 聞かせている。小説の最後に、 「泣きさうな幸福」を味わ 、「いつまでも啓吉を待つてゐられさうに思ふ」きみ子が自分 頭 なかで啓吉と夫婦にな ことを想像す







ていく媒体、さらに生 死の境界を超えるきみ子の愛 象徴になっていると言える。ざくろの実に「歯をあてる」と、そのよ な想像の世界もはかなく消えてしまうだろう 感じられるからこそ、きみ子は「恐ろしい」と思うのである。そして そのことは啓吉が戦場から ってこ いことを暗示している。小説死のイメージから出発 また死の世界へ戻り、首尾一貫し いると見られる。
 
きみ子は繊細で敏感な娘で、自分の感性で一つの想像の世界を作り出している。そのような想像の世界




自分の生命もこの意味において満たされた きみ子に対して 母は現実生活に立脚した人間で、きみ子を想像の世界から引き戻す、ま 、きみ子の内心 潜んだ欲望を引き出す両義的な役割を果 している。小説の最後 場面で、きみ子がざくろの実に歯 あてるこ を恐ろ く感じ 。それは きみ子の頭の中で自らを想像の世界へ連れ いく存在としてのざくろが、食べ物として実物化す こと より、啓吉との生死を超える愛が消失に向 うと考えたからであろう。 「娘 から「女」へ 変化する過程で現実的指向が強くなって たきみ子は、戦地に向かう啓吉との愛が自らの想像 中でしか成立 ないという 感とともに、そ 悲哀 噛みしめているのである。きみ子
の悲しい思いは、 「悲しいよろこび」という両極に
引き裂かれた感情によ 表層化し、 「泣きさ な幸福」を経 徐々 重層的に り、さらに「恐ろ 」さを伴うこ によってより複雑な感情と 描出されている。
 
 













と交錯するもう一つの軸があるのである。 は啓吉の出征という戦争 背景である。もう一度作品に戻ってみると、きみ子は「盛り上る実 力で張り裂けるやうに割れてゐた」 「ざくろの実」に「すまなかつやうに思つ」てい 。それは単に自分自身の生命そのものに対する思いなのであろうか。おそらく、戦場へ赴く啓吉の生命を愛おしいと感じたのではないだろうか 「啓吉 眼にふとあたたかいものが浮びかかつた時」 、ざくろを落している。それが戦場で命を落すことを暗示しているのではない 。啓吉 「自分で気づかずに手を動かし」 、 「二つに割らうとしたはず
みに、取り落とした」ざくろを母が拾い、それはまた










って消失に向う物語である。川端は戦後の短編小説「生命 樹 （ 『婦人文庫』一九四六・七）においても同じく主人公敬子の愛の幻滅を描いている。
 



































































こにある。戦中戦後において、想像や内的世界に執着しながら、純粋な魂の強さ、鋭さと同時に、時代の流れの中で、数々の規制 さえぎられ、抑制を受けず はいられない人生のはかな 人間の弱 悲さも描いて見せてくれている。理想と現実の両極の間に往来す この時期の川端文学の特色と成り得てい









































































孤立した純粋空間 中にいる人間の方が、自己を凝視す 機会が多 りがちである。病院 ま にそような「純粋空間」だと言える。妹はそこで自らの孤独と向き合い 「自分ひとり時間 外に置き去られたやう」に感じている。それゆえ 「自分の年が分らなくな」り 「年齢のよりどころを失つてしまつたである。つまり、この時点において、妹の「時間」 止まって まったのである。妹の みは病気にな







の妹も、入院することにより、世間に汚され ことなく、純粋無垢でいることが可能になる。その純粋無垢は「雪原」 「氷原」の白さによって象徴化されて る。
 











空しさを見ている。 た「夜露」からは夜の冷 さを感じ取り、人間をいとおしく思 ような、哀れむような感情が湧い きており、 「人々の寝静 つた町が感じ れた」のであ 。
 
では、妹の悲しみは単に病室にいる少女の感傷から来るものだろうか。 「 『休ませていただきます。 』と言





































労働力の供給源 された「未婚の 性」として真っ先に動員され、 軍需工場や農繁期の農村に送り込まれ、戦争生活に溶け込んで働 なければならない立場であると考えられる。
 
このような背景のもとに、病気になり、勤労動員から除外されている妹は、ただ感傷的で何の役にも立














ンフレに苦しみながらも、 市民はよく働き、 『欲しがりません勝つまでは』 のかけ声に従順にこたえていた」６７
のである。妹が「イヤデスさん」と揶揄された十年前は、まだ子供が「イヤデス」と口に素直に出すこ





































































































る。自己の偏狭を意識するとともに、姉に対する理解を改め が、それゆえにかえって 悲しみも深まった。しかし、ここには妹の精神的成長が見られる。母や姉の「 き方」 も、蟻の一生懸命にも、生へ



































な苦しみを気にせず、過ぎ去ったものにも拘らず、刻々とまわってくることを精いっぱいやる。それは姉のさっぱりした性格の一面でもあるが、現在の生活に専念することによって日常 朗らかに生きている姿でもある。妹はそれに気付くと同時に、久しぶりに姉の肩に触れ で「胸がどきどきし」た。妹にとって、用 ない「子供つぽい」自分に対し 姉は大人
として憧れの存在である。姉が近づくと衝撃が大き
く、妹は自分 存在感が薄らいだように感じられる。そうした状況の下、姉が一気に迫って て、妹は自分の存在が無くなるだろうと心配するまで刺激を受け、胸が騒いだ である。
 
姉は戦地の夫から送られた写真に「オツカア と書かれた自分のことを「なにかどんと据ゑつけたもの
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戦争とともに流 ている。嫂は戦時中の日本 女性の一つ 縮図だとも言える。
 
嫂と同じように、姉の夫も戦地へ出征している。そして姉は戦地にいる夫に「オ カア」と呼ばれてい



























母」のツタエさん、 「さと」の嫂の姿に重なり、 「据ゑつけたもの」 意味を自ら体現している。かつて自分に女の子が生まれたら、亡くなった姉の名前を子供
につけようと、妹とともに「少女の感傷」を共有し










に貼って残してあ こ を羨ましく思った。その話を聞 と、母は感心して「美也子のも取つておけばよかつた」と言ったが、傍で聞 た父は「いやなこと する。平民 することぢやない。 」 「なんだ。そ






ならない。過ぎゆくものにひつかかつたり、とらへようとしてはならない。もつと大事なことは、美也子の小切には暗い影が一つもま はつてゐない。平凡だけれども清潔で幸福な思ひ出ばかりだ。あの友達の美しい小切には、あの子か母かの汚辱と不幸 がしるさ てゐたかもしれ い。悲しさを大事にしてゐた ではないだらうか。
 
 との一節がある。美也子は過去の不幸を背負い、その「悲しさを大事にして」はならないと考えて る。それは「子供の名前は、そんな少女 感傷でつけられるもんぢやないことよ」と口にする姉の思いと軌を一にしている。
 
さて、ここで同じ片仮名表記である「オツカア」と「イヤデスさん」という二つの呼称に注目したい。
「オツカア」は変化した姉に対する呼称で、そこには時代の影が射している。一方、妹は「病院から姉に出す手紙に『イヤデスより』と署 しようと考へつい」た。そして、鉛筆を削っているうち 、 「折れた心」が眼に入ったかと思う 、敷布 動いていくのだ
と分かった時、 「まあいやだ。 」と何気なく言った。




























中の人々に対する憐憫に重なり、 「休ませてい だ」くこ への感謝 気持、 「 だもういい人になつておかうと素直に思ふ」ものへと深まっていく。そのような妹 「なにも出来ない 消極的な（内的）感情は姉の見舞いを契機 積極的（外向き）なも になってい 姉が見せてくれた四つで死んだ「上の姉」の晴着には、戦争が早く終り、豊かな生活が早く訪れる
ようにという祈念が込められており、また「オツカ
ア」という義兄の姉に対する呼び方には、戦地にいる兵隊達 精神的な支え なっている母性的な存在感が示されて る。姉 、時代に溶けこんで、 「生」へ向かい懸命に生きていく「生き方」 付き、妹は自分の世界の狭さを意識しながら、家族をいとおしむ心 溢れ、遠くへ合掌して家族みん 護りた と思う「生き生きとありがた」い気持 なるのである。
 
作品「十七歳」において、きわめて日常的な生活場面には、戦時の国民の「真実」が紡がれている。若
年層が勤労動員される状況下で、病人として休ませても う感謝の気持、衣料品が不足 いて、その結果として着物が目立っている現状、 「 やです」と口に出さず 社会の変化に逆らうことなくひ すら



































丈を高く見せた」と描かれ、 「まだ子供なんだ」 「さつきの女学生達よりもずつとずつと子供なんだ」 「全く、まだ物の形も見えないこの十六の小娘をどうするのだ」と「子供」に強く拘っている作者川端 意識が見られる。 「伊豆の踊子」
８５
の冒頭部分で、 「私」が踊子に巡り会った時、 「不思議な形」の髪型をして
いる一四歳の踊り子は「十七くらゐ 見え」た。踊り子が「汚 る だろう 悩ましかった翌朝、浴場の真裸の踊り子を見て「 供なんだ。私達を つけ 喜びで真裸のまま日 光 中に飛び出し 爪先きで背





























る。そうした表現に「我等の生命は常にかくの如きものであらう」と、 「現在」に同調し 「現在な ものの奇怪を感ずる」という川端 違和感がある。それは戦争の現実（時代）が人間にもたらしてきたものであって、一七歳の「イヤデスさん」の悲しみの中にもあり、姉と妹との対照的な姿の中 も見出 る。「明後日朝〆切の仕事」という目の前のことを「一途に」するしかない。 「蟻」 ように「生」へ向かって「現在」を生きるべきだという川端の心境も窺える。小説「十七歳」はまさにそのような作者の心境が表

































































作る、いわゆるリフォーム 大いに推奨されてい 手持ち衣料品 活用で間に合わせ も う いう衣生活の徹底的簡素化
９２
が図られている。作品中美也子が子供時代の服を縫い直すのもそのような時代背
























り出して広げ、それと付き合っている時間は、美也子にとって「おだやかな時間」である。美也子は「小切」に繋がる「娘らしい思ひ出」から甘い追憶の気分にふけって、目前のことを一時的に忘れてしまう。「小 よっ もた さ た懐かしさ、暖かさ、明
るさを味わい、日々緊迫した銃後の日常生活のなか










「なんだ そん 子供はよう大きくならんぞ。 」
 
































































































を失わず 持っていることに感動している。それは後に川端によって 日本 美 とされるも の芽生えであったのではないか。美也子は「古切」に見る今の
時代を耐え抜く「日本の美」――「みやび」 力
感じ、 「新鮮な愛情」が湧いてくるのである。主人公 名前「美也子」が喚起させる「みやび のイメージはこうした作者 美的感覚によ と考えられる。このような人物 よって作品世界が効果的に構築され










着られなくなるような状況が設定されている。ま 、 「十七歳」では、死んだ「上の姉」の晴着を母からもらい、それ これから生まれ 子供に着させたいと考えてい 姉と、それを過去の思い出とともに二人のものとと えてい 主人公・妹が対比的 描かれて る。 「上の の晴着」は、そうした姉妹の心の内を映し出して る
９８
。そして、 「冬の曲」 （ 「文芸」一九四五・四）では、母からもらった「繻珍の小米桜































































































































大きな使命である時代、つまり選択 自由がない時代 おい 、国家に対する責務と自身への誠実さ のぶつかりが当然生じ わけである。美也子は自分の内心に従い、田山を選択し いる。この大きな時代の渦巻きに流さ ながらも、個人の小さな幸福 全うした のである。
 





















を、私は小品を通して見て来た。ほぼ支那事変以来の年月でもあつた。国家の偉大な進展変動はもとより女性の身の上のことどころでなかつ と追想し、 「投書臭味の浮華虚飾を排し、直接真実につながる文章を重んじて、よく日本女性 生活と心情を表現した
にとどまらず、作品そのものとしても不抜の誠実溢
れるの 見た。選をしながら私は日本の女の心の美しさ、けなげさ、やさしさ、こまやかさに触れ、慰められ励まされた」と語っている。川端は、女性 作品を通して日本の女性の生活と心情の「真実」を見てきたのである。そし 戦中戦後、選外作をもとに銃後の女性 描く作品も書いている では、銃後の女性の文章を読みながら、川端の内にどのような思いが去来した か。それは作品「小切」 どんな関わりを持っ いる か。 「新女苑」 入選作と 評を辿って見ていきたい
 
夕霧れいの「里帰り」 （昭和一六年一一月号）は「この頃そんな緊張を続ける力が尽きたのか、それと
も月日が落着きを強ひた為か、敏子は今更のやうに自分 心を覗き込んで、何時 間にか静かに坐る自分の場所を失つてしまつたやうな不安と心細さを覚えるやうになつてゐた」 いう一節で、結婚後一ヶ月あまりで夫を戦線へ送 出し、姑と二人きりとなり心身とも 寛ぐことので ない嫁 心境を語っている。川端は作品を「正直な文章である」 評している。国 あげての戦い 中、銃後の 達はのど 坐る場所さえ奪われている。作品「小切 では、美也 が「小切」と付き合っ いる「おだやか 間」 、「のどかに坐りこんで」 時間はどれだけ戦時下 人々の心の癒 になるのか。
 







る。作品に織り込 れた「――わが愛する人に幸あれと祈りつゝ――と、訣れの言葉を残して、青葉若葉の故国を再び発つて行つ 南さんだつた。御元気で、と電報を打 術もなくて、遠い遠い瞳で見送つてゐた蕗江は、南さんがそんなに近しい人 とは思へなか
つたのである。けれどその日から南さんはいつも蕗














人前の娘」に成長している。しかし、思い出 つながる「小切」に懐かしさ、暖 、明るさを感じ、それによって癒され いくのである。美也子は「古切」に今 時代を耐え抜く「みやび」 力を感じ、 「新鮮な愛情」が湧いてくるのである。作品で 母の世代につ 女 柔らか 、細 かさ、美 が「古切」に凝縮され、戦争の荒さとは対比的に描かれ
ている。文通で育まれた出征した人との愛情が文中



































八・二） 、 「月の兎」 （第三三三号
 
八・九） 、 「御隠居群長」 （第三三四号
 
八・
一六） 、 「記念碑」 五
 
八・二三） 、 「挟箱」 （第三三六号
 
八・三〇） 、 「名刺は無用」 （第三三七号
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九・六） 、 「白梅」 （第三三八号
 
九・一三） 、 「霜夜の火」 （第三三九号
 
九・二〇） 、 「開墾譚」 （第三四〇号
 
九・二七） 、 「秋の日 四一
 
一〇・四） 、 「ふかしいも」 （第三四二号
 
一〇・一一） 、 「さと」 （第三
四三号
 







一九五〇・八）の「あとがき」で「 『さと』 、 『紅








前にも触れたように、川端 一九三〇から四〇（昭和一〇）年代「婦人公論」 「新女苑」 「少女の友」と
いった女性向けの雑誌のコントや小品欄の選評を続け
ていた。森晴雄は雑誌「新女苑」の投稿文章をもと





















































































































































と蓄えた姿だつた。明るい農婦だつた」ように描かれている。また、川端は後に書いた「 『日本の母』と訪ねて」 （ 「婦人画報」第四六六号
 
一九四二・一二）においても、その姿を「顔も大きく、豊かな胸で丈夫
























































に応じて「地方観象台」 、 「地方観象所」 、 「出張





























































































































































































































いない家庭を守る 同時に食糧増産 責務を背負わせられて る。 「写真週報」の第三六号（一九三八・一〇・一九）では肩にずしりと黄金の稲穂を担っている母親の前に小さい男の子 歩いている姿が映し出さ





























かし、嫂の後ろ姿に「はつと」して戦争の現実を見た瞬間、目 前 幸福が消え失せ しまった。 「いますべての国民が仮に一時的には幸福 感じることはあ ても長くそれにひたることは許されな った」１２１
のである。やがて絹子も嫂と同じような道を辿っていくしかない。それは銃後の女性の逃れられな






















移民」が順調に進んでいないことが述べられていたが、 「島国日本は『大陸日本』に成長した！」 、 「国民よ大陸へ出やう！」と感嘆符まで用いた見出しが加えられ、 「何よりも、大陸に骨を埋める覚悟が無くてはならぬ。向ふの人になりきる強い決心と、移民が、日本にとつて どんなに大切な尊い奉公であ かをよく理解し、又、自分こそ、祖国発展の先駆者である、といふ高 精神が、一生を貫いてゐるやうにしなければならない」と「満洲移民」の覚悟及び意義が語られている。第七四号（一九三九・七・一二）の「満蒙へ送る花嫁さん で麦藁帽子にもんぺ姿で訓練に励んで 若い女性達の様子が報じ る。 「まだみぬ満蒙の新天地に想ひをはせ、まだ知らぬ未来 家庭生活を胸に描き 」ゝ 彼女達はいつか海を渡って「大陸の花嫁」になると 女性にとって「満洲」の生活が理想的であること 印象づけられていた。
 
 「水」の若い妻もかつて同じように大陸に憧れて内地から「満洲」に嫁いだのではないかと想像できる。
慣れない外地の気候風土 いろ ろ苦労して「母国」を恋しく思いなが 、環境の厳しさにめげずに自分なりの努力をしている。さら 、夫の仕事を意義ある し 一緒 「満洲」の地 しっかりと暮 していこうとするのである。 「水」一編は 〈水〉に対する若い妻 気持ちに仮託して、 満洲」にいる嫁の郷愁を描き がら、彼女達の強い意志と優し 心も照ら
し出している。 「開拓者の良き妻たるにはまづ志操堅
固で困苦に堪へ、農耕の技も出来ねばな な が、あの荒涼たる野に一輪のうるはし 花と開いて、楽


















































品「水」を書いたのか。 「水」の作品内で、 「南方の戦況」が放送によって満洲 伝えられ、妻達を鼓舞しているが、発表当時の前線の苦戦と敗退という報じに
くい現実を背景に、 「写真週報」は戦況発表にほとん
ど触れず、とにかく銃後 奮闘を促すことのみに努めている。当時の誌面の悲壮感 緊迫感 反し 日








方、 「さと」は「はつとした」と う「身体的な感懐」を与える表現によって「今までの流れからする予測の範囲を超えた結末」 を提示し
１２３



















局買わなかった。 「三」七年後、今の傘の値段を考えて、そのことを母に話 たいと思ったが、母は神田の空襲で死んだ。その文鎮が実家の唯一 記念となった。現在 焼け跡 町に一匹の犬も ない 気 ついてぎょっとした。その「二」にあ る部分が平島愛子の 特売場」 （ 「新女苑 一九三九 一一）によって





































「伊豆の踊子」 （ 「文芸時代」 二六・ ／二）の
中で二回登場している。作品の始めに、学生の「私」
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て考える、一旦買ったもの は誰に何 言われよう 後悔し い、というよう 金遣い 非常に控えめな娘の姿がはっきりと浮かんできたのである。一方、芳子の を買う態度 、また彼女なり ものを見る目、即ち価値観が潜んでいるのである。そのような価値観を持っ るからこそ、世間一般的 「享楽に対して淡泊で、 「誘惑」を感じないのではないか。 「一 の挿話を描くこと よっ 芳子の人物像がより明晰になり 「二」の特売場におけ 芳子 言動がさらに理解されやすく る である。 、文鎮 ついての描写は「三」 伏線にもなっている。
 






















ずん〳〵入つて行くので、良子は「混んでるのにやだな ――」と思つたが、 （ 「特売場」 ：以下同）
 
  








































「安いわねえ、芳子。安いぢやないの。 」と言ひ が 急に元気づいた。もやもや迷つた心残りがはけ
































































   
芳子は「誰かに譲つて上げたつて喜ばれますよ」という母の言葉が、ただの言い訳にすぎないことを見
抜いているから「笑つた」のである。原文の回りくどい説明が省略され、簡潔明瞭な文章 っている。母は「ねえ、芳子、どうかしら」と芳子に意見を求める。 「さうねえ」と芳子は「やはり気の進まぬ返事を








































































に、母は当然のことのやうに地階の特売場へはいつて行く」のである。 「先き 争ふや な特売場 空気が母にうつつて来るらしい」と形容されている。で 、特売場はど ような空間 なって るのか。 「朝日新聞」一九三六（昭和一一）年二月九日付朝刊紙上に紙面を大きく占める写真一枚を添えながら「あらッ私













































































後になっても変わらない人間の営みの本質を感じさせる。 「まはりの焼跡の町には一匹の犬もゐない」光景は「死」を意識させ、戦争の無残さを伝えている。戦前からの激変に未だに完全に受け止めていない芳子の気持ちは「ぎょつとする」と う表現によっ 表されている。
 
このように見てくると、作品「五拾銭銀貨」は、平島愛子の「特売場」をもとに「一」と「三」を付け














終傍観的な立場にいる芳子の形象に時代・社会を見据 ながら戦時下を生き抜いた作者川端 「抵抗」の在り方が示されてい 。それはあたかも「私は太平洋
戦争の日本に最も消極的に協力し、また最も消極的























びない」という言葉が胸に響き 「民族の運命は興亡常ないが、その興亡のあとに残るものは、その民族の持つ美である。そのほかのものは皆 伝承と記録のなかに残るのみである と思わせたことが述べられている。小説「五拾銭銀貨」において、実用品が無くなり、 「芸術品」 残 と う結末は 美的なものの永遠性（不滅）が仮託されて、敗戦直後 混迷の中 人々 荒 心 癒しで るような作者の願望をも映し出して
 
しかし、戦後の荒廃した生活に何よりも役立つのが実用品である状况下、美的なものはただ人間にとっ
ての皮肉な慰めではないか。 「二十日（日）――新潮小説〆切（中略）二十四日――新潮〆切」と川端康成の「手帖」を引用しながら、 「新潮 小説は〆切二度まで書いていますが、結局渡せたのは一月二十八 の月曜日で、相変らずの難渋ぶりです」
１３２
と妻の川端秀子が記しているように、 「五拾銭銀貨」を容易に書
き上げなかった も、そ ような作者の複雑な思いがある らであろう。
 
 






























































































































る。戦後の世相から遠い存在になり、 「生 夕暮」が迫り お産 ことを「他界から生の明りと眺めるか








































































先頭に立つ舟を目指して追いかけている。あき子は子供の後を追い ふと気がつい 、左足を地につけるようにつとめて歩いたのである。そ は婚約者の弟を見て、戦時中に婚約者 思いながら歩行練習をしていた感覚が呼び起こされ、無意識のうちに歩き方を変えたからである。さらに、 「項の深いくぼみなど婚約者に似てゐるやうで、あき子は小さい子を抱き上げてみたく なら かつた」のである。婚約者 影があき子の脳裏にこびりつい おり 結婚へ 希望は完全に捨てら いるわけではない。
 
 


































































的」だと評価さ た時、心に動揺をきたしてい 。娘の千重子に「調和」が相対的なもので、 「今は、わざと、調和をやぶるような、衣裳がはやりかけてんのどすけど と言われ、さらに織り上がった帯 巻いてもらい 「あざやかに浮き立つた」のを見て、 「太吉郎も顔をゆるめた」のである。伝統と時代とが衝突す











産が相次いだ。島村夫婦も子供に恵まれ、空襲の恐怖によって流産した子供が生れ変わってきたと信じて心の傷を癒している。 「私」は彼 同情し、流産した子供が生きてい かのように思 れ、 「生ある人」として生れ変わっ きて、島村夫婦の心の癒しになれることを信じたいのである。しかし、心身ともに老憊した五〇歳の「私」にとって、戦争の痛手が敗戦の悲しみ も 目に見えない形で内面に染み込んでおり、敗戦後の現在 積極的に生きていく意欲が失われ、 「生 夕暮」 迫っ 冬に咲くさざん花ように、自分の「生」も人生の冬 蘇っ くるようにと願っ い 。一方 「笹舟」において、戦争中思いがけなく婚約したあき子は、 「体の不自由を心で補ふ
自信を持ち」 、張り合いのある生活を送るようになっ




〈さざん花〉 、 〈笹舟〉はそれぞれ作品の題名でありながら、同時 主人公の心情、語り手の願いの象徴
として役割を果たしている。両作品は敗戦直後の世相
や時代の変化 背景とした人間の心の有様を描き、



















への作者の意識 注目し、 「誕生日を迎えた姪への叔父の愛情を描いたこ 作品で、敗戦国日本に明滅する光の中で浮かび上がるのは〈月〉と〈萩〉の構図なのである。その伝統的な取合わせの構図 託して、川端は日本の美の不滅を描き出したかったのではないだろうか」
１３９
と作品を位置づけている。谷口が「敗
戦後の世相 対極に位置するも と て描 た美意識
の構図」に役立つ素材として、作品から〈皇居とＧ









































思いが通底している。そういった作者の心境は同じ作家である五〇代 「私 に投影 いる。 「子供は毎日生まれてゐる」 いう言葉が「さうたやす 出 い」と うのは、その言葉が繰り返 びに 友人の死が強く意識されることになるからである。また、知人の死 「私」 年齢の実感を強くさせ、 「私と






















































一方の極限であらう」と勝手に解釈している。薄墨で兎の姿を浮き出させただけの絵であるが、 「私」は「薄墨の画面」を「月夜の空 し、 「兎」を「月の兎」
だと感じる。 「兎 絵」が宗達の墨絵である。しかも










































一生手ばなすことも考へないで、仲秋明月の誕生日ごとに床 かけてく るだらう。一人の娘が に



























































































東京から離れている箱根には日本の秋草の代表である 〈萩〉 が盛んに生えており、 「格別きれいなやうに」




はなく、異様な暗さだつた。ポリイとかいふアメリカの女名の台風は、寒い北風を吹かせたくらゐで、荒れなかつたけれども、台風模様の雲が空をおほつて、西空でわづかに切れ ゐた その西空 町と雲とのあひだに 冷たくて びしい黄色いの夕焼を横たへてゐた。町の家々は真黒に沈んでゐた。な





















て月子と名付けられ、 〈月〉 との因縁が深い。 「私」





出される「私」が存在する。つまり、月子の「思ひ出」 中 存在する「私」 生も永遠的なもの――〈不死〉になるのでは いか。
 












て自分を支へた。 （中略）古いものほど新しい力があ た 私は時を超えた美を感じる一方時代の宿命を感じた」と述懐している。さらに、 「私の生存が忘れられ、私の作品が滅んだ後 も、これら三大作家の名（菊池寛、横光利一、林芙美子：筆者注 を石にきざんだ、私の字は残つてゐるかもしれな 」
１５５
という痛



















物像を明らかにした。時代の影を背負いつつも現実に根ざした生活態度を持っ 生きている同窓生達とは対照的に、朝子は結婚のことで日々苦しめられ日常に張り合いが感じられず、 「妹の年頃 かへ」ろう する。そうして一時的に現実から解放された快楽を味わっている。それは朝子に って閉塞状況の中で現実に押しつぶされずに本来の姿のままでいら るような工夫だと言える。作品は時代の不安に直面する時








界を読み取ってきた。出征前の恋人啓吉の愛の視線から自分 恋心を鮮明に意識した み子は、啓吉が帰ってからもざくろの実を通じて彼 結ばれたような一体化と同時に「悲しいよろこび」も感じている。さらに、その感情が母の亡夫への切ない思いと重な 彼女 内心に「質的変化」をも ら 、啓吉との間で夫婦間の情愛に似たようなものを体感したのである。冒頭部分の自然描写、母からざくろを受け取る場面におけるきみ子 一連の動作 間に残された「余白」 、母 鏡台 前で髪を梳く行為や「父の残しもの」をよく食べること 暗示的な意味などは、きみ子の内的世界を描出す のにうまく機能して る。母は作品において両義的な役割を果たしてきた。 み子を想像から現実に引き戻し自己再認識を促す一方、きみ子の内心に潜んだ欲望を引き出し想像上において 啓吉と 関係を成就させたりもするのである。以上のことを踏まえて小説の全編 貫いてき 「ざくろの実」 意味につ て考察した。 「熟し切つてゐた」 「張り裂けるやうに割れてゐた」と表現されている
の実は、きみ子の成熟した生命そのものを表してい





いる。時代に取り込まれ ことなく芸術 独立性を確保することは、川端であっても容易では かった。次作の「愛犬安産」が発表されてから「ざくろ」まで約八年間、 〈掌の小説〉 執筆が中断されて ることがそれを物語っている。戦時下に川端は「ざくろ」 以って〈掌の小説〉 執筆を再開し きみ子の執着した想像の世界で恋人啓吉 の愛を成就 せ 生命の充
実を実現させたが、それを打ち砕く存在として現


















ことを「子供つぽい」 「大きくなれないでゐ 」と感じている。そうした同時代 一般的な一七歳の女性の実態と懸け離れることから生まれた感傷は、戦争中の人間に対する憐憫に重なり、 「休ませていただ」くことへの感謝の気持ち、 「ただもういい人になつておかうと素直に思ふ」ものを絡めて複雑な悲しい心情になっている。さらに、姉が見舞いにきた時に見せた「四つ 死んだ上の姉 晴着」 込められて る母の未来への祈念や姉の状況と呼応して 生 へ向か 懸命に生きてい 姿を理解した妹 感情と共に深化 ていく。こ ように、妹は自己の世界の狭さを意識しな
がら、消極的な一七歳の感傷から脱出して家族みん
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されてい 一方、社会的抑制からはみ出る個人の感情にも注目を向けている。 「十七歳 の妹の「成長」過程には戦時下の社会状況から踏み外したところから生
まれた悲しみが通底しており、 〈小切〉と付き合って









家の人になり切 た」嫂の姿から、その変化を感じ取っ 「はつとした」主人公絹子 内面を分析した。戦争の中で、嫂は村の働き者だった娘から町の嫁になり 夫に出征されたあと 女ば り 婚家 馴染ま
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した」という驚きの感情表現によって予測の範囲を超えた結末を提示し、作品に重層的な豊かさを与 ているのに対し、 「水」は最終場面 おい 、 「落葉松の小
枝から霧氷がぱらぱら散つて、桜の落花のやうだ」
といった比喩表現から 母国」を懐かしむ主人公の感性を滲ませ 無限な余韻を残 い
 
 




品「特売場」 比較し、会話文や具体的な動作の中で母娘の心 動きや感情 変化を表現しようとす 作












討を行った。 「さざん花」では、心身ともに「老憊」 た主人公「私」 敗 直後の世相から次第に遠い存在になり、戦後を積極的に生きて く意欲が失われて
いく姿が描かれているが、筆 は「私」の形象に注
目してその繊細な感情の揺れ動きを捉えてきた。作 中、戦争を生きてき 人間の、過去を背負っ 敗戦後の現在を積極的に生きる意欲が失われた心境が「生の
夕暮が迫つてゐた」と象徴されている一方、敗戦
とともに滅びた「生」の蘇りが冬に咲く「さざん花」に託されて表現され い 。 笹舟」では、戦時下に不意に訪れた婚約と敗戦後 破綻 巡るあき子の心傷
を中心に考察し、戦中と戦後という状況 一人の女










表現によって語られ、並列・交錯している。筆者は「私」 、月子の形象に注目し、それぞれの素材の象徴的な意味を把握したうえで これらの素材が かに有機的
に関連づけられ一つのテーマに統合されていくの
かを明らかにしてき 。五〇代の 私」は月子の誕生日 死んだ作家林芙美子の詩句を借りて挨拶し、その言葉 繰り返すたびに自己の年齢が実感させられ、さ
らに〈死〉を想起して寂しさを味わう。そして、
自己 感性 優先させて「兎の絵」を月子へ送るのに相応し 「月の絵」として捉え、その絵が月子に自分の「思ひ出」と って「不死の一日 ある月子 誕生日ごと 掛けられるようになるだろうと想像する。こ ように月子の「思い出」の中に存在する「私
」の生も〈不死〉になるのではないかと思われる。
作品では〈月〉 、 〈萩〉 、宗達の絵に日本の伝統美の不滅が託され、それ 戦後友人知己に先立たれた後の寂寥感とともに、日本の伝統を継承する意思を繰り返して
表明する作者と呼応している。しかし、死んだも















をしている同窓生達のそれと対比的に描かれている 、そうした朝子を通じて社会現実が 層引き立てられ、それと対峙する人間 姿が映し出されている。 「ざくろ」は、きみ が自分の想像 世界で恋人と 一体化を体験 た「悲しいよろ び」 、生死を超えた愛を実現させた 泣 さうな幸福」 描きながら、しかしそのような感情を想像や空想の世界にとどめ
現実に持ってきたらどうなるかを追求し きみ子の
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心象の幻滅を書いた作品である。第二章の「十七歳」では、 「イヤデスさん」と「オツカア」という呼称のメタファアーでもあるように、同時代の一般的な一 の女性の実態から遊離する妹 、状況に呼応する姉との対照的な姿が見られる。 「小切」では、美也子が時代の要請に応じて戦争の中で「一人前の娘 になってきたが、 〈小切〉に心の潤いを感じて癒されるような、 に回収されない感情を抱いている。このように見 くるとこの時期の〈掌の小説〉は 現実的な制約や束縛から抜け出して本来のまま 姿 現在を生きようとする純粋な魂の強さと、 ひたむきさと
、時代・社会の現実の中で数々の抑制を受けずにい






その中に流される一つ一つの可憐な命に、ただじっ 悲しみの目 注ぐ、 った程度の所に、自分の作家的力を発揮する以外なかった」
１５６
と言われている。しかし、単に日常の中の人間の哀歓だけを川端は






られ、戦争に関する直接な描写が見られない 、大きく死の影を落としている。そして、 「十七歳 妹の「成長」過程には戦時下の社会状況から一歩踏み外したところで生まれた悲しみ 心情が通底している。また、 「さと」の絹子は嫂 後ろ姿 見て「はつと」 瞬 、目の前 幸福が消え失せ、銃後の女性の逃れられない運命に気づいたのである。川端が戦争 如
何に重く受け止めていることは上述のようなところ
から確認できる。戦時下の「現在」に同調しない違和感を川端は作品 おい 繊細に表現 ている。そような作者の違和感・抵抗感は、第四章で論じ 戦後の作品「五拾銭銀貨 にも貫 ている。 らに「水」で論じてきたように、戦争末期で 時勢に反抗する皮肉」
１５７
の意味合いが込められていた。一方、こ
のような人間本来の「常」が奪われ、個人 感情 抹殺さ ている時代を如何に生き抜く 、川端は「生


























は、 敗戦直後の世相や時代の変化を背景とし 間 心の有り様を描き、 敗戦とともに滅びた主人公の 「生」を窺わせる。また、第五章 「明月」は主人公 〈死〉に逆らう〈生〉 永遠性への希求が描出されている。それ 自分の命を〈生〉ならぬ 余生 とし、死後の〈生〉を生き るという心境を 島木健作追悼」 （一九四五・一一） 「横光利一弔辞」 （一九四八・二）など 友人 弔辞や 哀愁」 （一九四七・一〇） 、「独影自命」 （一九四八・五 、 「反橋」 （一九四八・一〇） 、 「天授の子」 （一九五〇・二）など 作品で繰り返して述べている作者と呼応している。敗戦後、友人知己の死 日本という国家 〈死〉 川端自身の〈死〉が奇妙に重ねあわされ、戦争の傷痕が敗戦の悲しみとともに作者の内面深くに染み込んでいる。そうした



























     
























































９ 長谷川泉「川端康成入門」 （ 『川端康成論考』
 
１０

























 註１２に同じ。後に、松坂俊夫「川端康成の〈掌の小説〉 特徴とその意義」 （前掲）
 
１６
 昭和一八年が正しい。当時 ざくろ」 （ 「新潮」一九四三・五）の初出が明らかにされなかったのであ
る。
 
                                        
 
 - 125 - 
 
                                        
 
１７









 「ざくろ」 、 「わかめ」 、 「十七歳」 、 「小切」 、 「さと」 、 「水」である。
 
２１












 羽鳥徹哉「川端康成の「さざん花」 （ 新大国語」一九九六・三）
 
２４
 森晴雄は「 『五拾銭銀貨』――平島愛子『特売場』に触れつつ」 （ 「芸術至上主義文芸」一九八九・一
一）において、戦中戦後の〈掌の小説〉一八編のうち、作者川端が言及した「さと」 、 「紅梅」 、 「足袋」 、「笹舟」の四編と参考になった「小品」が確認されて
いる「五拾銭銀貨」以外、 「ざくろ」 、 「十七歳」 、
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ないことになつ 選外秀逸の諸篇は、この一月きりで捨ててしまふのは惜しいので、しばらく私の手もとに残しておい 、後にまた考へてみることにした」と述べている。戦中戦後、こういった選外作をもとに私流に書き換えた作品をい つか残している。 「ざ
くろ」の初刊本『朝雲』に収録された掌の小説の多
くは少女からの文章を とにしたものである。 「ざくろ」は初出で ―少女 手記より―」と う副題が附しており、その中の一篇である。
 
５１
 「ざくろ」のほか、 「十七歳」 「わかめ」 「小切」 （以上 編は『文藝春秋』一九四四・七に掲載）及び
「さと」 「水」 （こ 二篇は『写真週報』一九四四・一〇・一八／二五に掲載）の六編である。 『写真週報』は情報局によって「毎号八頁建」 定められた。その最終頁 「覆面文芸」欄が掲載されてい 全部無署名である。川端は、一六巻本『川端康成全集』第一一巻（新潮社
 
一九五〇・八）の「あとがき」
で「 『さと』 、 『紅梅』 『足袋』 、 『笹舟 は婦人雑誌の小品投書の選外 をもとにして、私流に書き変へた」と述べている。また、その第 （新潮社
 
一九五四・四）には、著者自ら執筆した「年譜」が附
せられ、 「さと」 「水」の二作が 昭和十九年 の発表作品とし あげられた。
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 鶴田欣也は「 『伊豆の踊子』 」 （ 『川端康成の芸術―純粋と救済―』明治書院
 
一九八一・一一）におい
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６８




















 川端康成「日本の母」 （ 「読売報知」 二・一〇・三〇）
 
７４
 川端康成「 を訪ねて」 （ 「婦人画報」 四二・一二）
 
７５
 川端康成「さと」 （ 「写真週報」一九四四・ 〇・一八）
 
７６
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 川端香男里「川端康成と『永遠の少女』 」 （ 「文芸春秋」二〇一四・八）
 
８４
 川端康成「篝火」 （ 「新小説」一九二四・三）
 
８５
 川端康成「伊豆の踊子」 （ 「 芸時代 一九二六・一／二）
 
８６
 川端康成「非常」 （ 「文芸春秋」一九二四・ 二）
 
８７
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鳥肌の立つ感懐におそわれることである」と述べ、 「作者康成が、目論んだのは、実は解釈を斥けたある種の《皮膚感覚》ではなかったか。従って、構成・筋などから導き出される分析的な主題や意味 なく、前提となる描写を潜り抜けることによって辿りつく、極めて身体的な感懐だと言ってよ のではないか」
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 「笹舟」について、川端は「さと」 、 紅梅 、 「足袋」 共に「婦人雑誌の小品投書の選外作をもと
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 川端は「女流作家への手紙――林芙美子氏へ――」 （ 「文芸」第三巻第三号
 
一九三四・八）の中








 川端康成「林芙美子名言集」 （ 『日本文学全集』第五七巻「林芙美子集」 〈付録〉新潮社
 
一九六一・








































 三浦卓「単行本『哀愁』の追悼テクスト群―― 続）川端康成の戦前／戦後再考にむけて」 （川端康
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 川端康成「字のことなど」 （ 「産業経済新聞」朝刊
 




















 〈住吉三部作〉 ： 「反橋」 「しぐれ」 「住吉」 、短編「たまゆら 、長編「千羽鶴」など
 
１６２











































































































































































































































































長谷川泉「川端文学五十の知識」 （ 『川端康成論考 前掲）
 






















羽鳥徹哉「川端康成の「さざん花」 」 「新大国語 一九九六・三）
 
石川巧は「 〈掌の小説〉論序説……



















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































殊に日本文芸学会と川端康成学会では多く 人と出会い、様々 教えを受け、励まされてきま た。学会は私 自己 研究をアピールする場を与えただけでなく、私の研究の視野をも広げてく ました。
 
 
そして、日本で留学し いる三年間におけるすべての出会いに感謝いた す。それはきっと私のこ
れからの人生にとって 大きな財産になると信じております。
 
 
最後に、これまで思う道を進む私のことを、温かく見守りそして辛抱強く支援してくださった家族に
万感の思いを捧げます。
 
 
 
二〇一六年一一月一八日
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
劉
 
文娟
 
